
福島第一原子力発電所1号機の状況

（５月２６日６:００現在）
主要な出来事1/Z

3/１１１４:４６運転中､地震により自動停止ｕ￣￣－－．

３/１１１５:４２１０菜通報(全交遼正蓮田生）

ﾖﾉ１１１６:３６１５条印象の発生(非常用炉心冷却装巴注水不能）

3/１２０１:２０１５条、故の発生(格納容器圧力巽輔上昇）
3/１２１０:1フベント開始
3/１２１５:３６煙発音

3/１２２０:２０海水及びホウ酸の炉心注水開始

3/２３ｏｚ:３３消火系に加え.給水系を使うことにより炉心への注水園凹呂
（ZmVh-)１８ｍ]/h)｡，:００に給水系のみに切替(18,9/ｈ÷１１，３/h）

3/２４１１３０中央制御室の照明復帰

3/２５１５３フ淡水の炉心注水開始

3/２９０８:３２仮股岻助ポンプでの炉心注水に切凹
3/３１１２:00～4/215:２６復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンプールホサージ

タンク(SPT)へ移送開始

3/３１１３，３～16:０４コンクリートポンプ皿による放水(淡水）
4/３１２:０２仮股趾助ポンプの冠亜を仮股賦亜から外部ｉｎ源に切智
4/３１３:５５復水冊からCSTへ移送開始

4/６２Z３０原子炉格納容器への窒素封入蝿作開始

4/７０１:３１原子炉格納容器への室素封入開始を硫哩

4/９OUI:１０原子炉格納容器への窒素封入を高腔匿盟累発生装置に切替
4/１００９:３０Ｐｌ水器からCSTへの移送完了

4/１１１７:16切地震発生(福島県浜通り)により外部敵源が喪失するとともに
炉心注水及び原子炉格納容器への窟累封入停止

4/１１１７:５５外部Ⅲ麺⑪１日

4/１１１８００炉心注水再開

4/１１２３:１９原子炉格納容器への宝素封入操作開始

4/１１２３:３４原子炉格納容器への宝素封入開始を硝凹

4/１７１６:00～１７:３０原子炉睡厘において､偏人ロボットによる状況確哩等を実施

4/１８１１:50～１２:1Ｚ炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポン

プを停止

4/１９１０;２３１，２号樋と3,4号樋間の湿琿迺系強化作藁が完了

4/２５１０二５７～18浬５旺超強化了申のため､炉心注水ポンプのfn通を一時外部旺源か
ら仮設､/Gに切替

4/２５１４:10～19:１０１，源強化Ｔ事に伴い､亜累封入を一時停止

4/２５１４:44～17:３８晒源強化工取(12号樋と5`6号樋間のｉｎ週迎系)を実施
4/2611:３５～13:２４噸原子炉建屋において､照人口ポットによる状況確鰹等を実施

原子炉圧力ＡＯ６５１ＭＰａ踵

原子炉圧力Ｂ１５９９Ｍｐａ豪
（状況推移を継襲■陣中）

状魍§ほぼ一定

※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａダウンスケール

原子炉水位Ｂ－１６５０ｍｍ

状阻:塵料頂部から上配水位
が冠水していない。

原子炉水沮度一℃

状魍:データなし

原子炉圧力容錦型度：

給水ノズル浬度１１５８℃
（状湿推移を纏続確鹿中）

圧力容冊下部温度９７２℃

コンクリートポンプ皿
により淡水を放水

プール水温度一℃
状態:計器不良

プール水温度一℃
状態:計器不良

8温度一℃

器不良
除熱機能除熱機能

給水

圧力

原子炉格納容器圧力：

ｏ１３１９ＭＰａ 

状魍Iほぼ一定

□ 
S／P水遇Ａ５３９℃

S／P水沮８５３７℃

状魍亭ほぼ一定

S／P圧力ｏ０３５ＭＰａ

状鯉筈下降傾向

外部

電源

非常用

発電機

除熱

機能

２回199砿保 仮設Ⅲ助ポンプにより
淡水を注水

電源亜

仮設DＧ

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事z/2

4/２７１０:02炉心注水、を6,3/hから最大14,9/hまで段階的に匪化させる操作を開始、

１０mVhにて注水を継続後､６m,/hに戻す(4/２９１０:14）
4/２９１１:36～14:０５原子炉建屋において､照人ロボットによる状況確鹿等を実施

5/２１２:58～15:０３炉心注水ポンプへの缶租股囲のため､消防ポンプによる炉心注水
に一時切替

5/５１６:36～5/BZO:０２原子炉建屋作藁垣境改苗のため､局所排国梱今台(6台)を運
転

5/６１０:０１炉心注水且を6ｍＶhから8,9/hに変IH
5烟２０:０８１ﾘﾄﾞ気ダクトの切断により通気

5円４:１７原子炉建凪の二ｍ扉を開放

5/９５:１０正圧ハウスの解体

5/１０１０:55頃原子炉圧力容冊の水位計を校正

5/１１８:47～15:５５大箙線2号線の復旧に伴い､炉心注水ポンプのｉｎ通を便段ディーゼ

ル発函樋に一時切替(廻旧後は同系統から－部受岻）

5/１１８５０～15:５８大鮪線2号線の復|日に伴い.亜累封入を一時停止

5/１１９:50～11:１４原子炉圧力容脳の水位状鰹を確阻.原子炉格納容脳圧力計を校正

5/１３１６:01～17:３９原子炉建屋内において､遠隔lib作ロボットによるUl岨確麗を実施
5/１４１５:０７～15$１８コンクリートポンプ血により使用済起料プールへ放水(強厘の影曰

により中止）

5/1513:２８炉心注水巳を約8,9/hから約lOmyhに度更
5/１７１１:５０炉心注水且を約10mﾖﾉhから約6m,/hに亜ＩＩＩ

ｙｚＯ９:30～１２:１５原子炉建厘に入壊し､水位監坦と担巳測定を実施。

5/２０１５;06～16:１５コンクリートポンプ血により使用済堪料プールヘ放水

5/２２１５:33～17:０９コンクリートポンプ車により使用済燃料プールへ放水
5/２５９:14～98181,源切り替えに伴い.宝器封入を一時停止

5/２５１５:16～15118旺源切り替えに伴い.宝素封入を一時停止
5/２５１５:４５室累供給用コンプレッサーが停止していることを砿縄｡１９:44に予回樋に切り

凹え封入再開



福島第一原子力発電所2号機の状況
(５月２６ 日６:００現在）

主要な出来事1/Ｚ
原子炉圧力ＡＯＯ８５ＭＰａｉＩ１

（状況抱移登塑胡５８匹中）

原子炉圧力ＤＯＯ８３ＭＰａｌ５ｌ
（状況推移を簸観随厘中）

状態:ほぼ一定

※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１５００ｍｍ

原子炉水位Ｂ－２１００ｍｍ
状態:鰹料頂部から上肥水位

が冠水していない。

原子炉水温度一℃

状鰹:データなし

原子炉圧力容既埋旺：

給水ノズル型度１１２２℃

圧力容秘下甑四度１０７０℃
（叶閉不良）

3/１１１４:４６運転中､地霞により自助停止’－－－－バー－－'－１
３/ｌ１１５Ｉ４２１ｏ楽通報(全交流電源喫失）

ﾖﾉ１１１６:３６１５菜、象の発生(非常用炉心冷却装囲注水不能）
3八３１１:00ベント開始

3〃４１３:２５１５楽印象の発生(原子炉冷却樋能畏失）

3/１４１６:３４海水の炉心注水開始

〃１４２２:５０１５藁四象の発生(格納容盤圧力異常上昇）
〃１５００:０２ベント開始

ﾖﾉ１５０６:１０燭発音発生

3/１５０６:20項サプレツシヨンプール(圧力抑制室)損傷の可能性あり
3/２０１５:４６パワーセンター受砠

ﾖﾉ２１１８:２２白煙が発生｡ＺＺＢ７:11にほとんど見えない程度に竣少
ﾖﾉ２６１０１０淡水の炉心注水開始

刃２６１６:４６中央制御室の照明復帰

3/２７１８:３１仮般凪助ポンプでの炉心注水に切替
3/２９１６:45～4/１１１:５０復水貯豆タンク(CST)からサプレツシヨンﾌﾞｰﾙ水サージタンク(SPT)へ移送
4/２０９:30国取水口付近のピットにl000mSv/hを超える水が溜まっていること及びピット側面から、

水が流出していることを硫巴

4/２１７:１０復水冊からCSTへ移送開始

4/３１２:１２仮設剛助ポンプの祇源を仮設ｉｎ源から外部唖源に切智
4/３１３:47～14130ビット内に.おがくず２０袋.高分子殺収材80袋､裁断処理した新聞lH3袋を投入

4/４０７:08～07111トレーサー(入浴剤)的13kgを海水配管トレンチ立坑から投入
4/５１４:１５トレーサーが立坑ＩＨＩ辺のIMI間から海へ流出していることを砿０２．１５:07から凝固剤の注

入開始

4/６０５:38国ピット側面からの水の流出が止まったことを硫縄

4/９１３:１０週７k冊からCSTへの移送完了

4/１１１７:16頃地麓発生(福島県浜通り)により外部電源が蜜失するとともに炉心注水停止
4/１１１７:５６外部電琿廻IB

4n118:０４炉心注水再開

4/１２１９;35～4/１３１７;０４タービン建囲トレンチから伍水器への移送
4/１３１１:00羽えい随鰹等のため一時停止

4/１６１１:19団地麓発生(茨域県南部）

4m813142～原子炉建国において､照人ロボットによる状況硫麗等を実施
4/l812I13～12:３７炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポンプを停止

4/１８９:30～17:４０岻源トレンチ内に止水剤(水ガラス)を注入
4/１９８:００～15:３０耐源トレンチ内に止水剤(水ガラス)を注入

4/１９１０:OBタービン建屋トレンチからＨ１中廃囚物処理施設へ商線、滞留水の移送開始

4/１９１０;２３１，２号樋と3,4号樋間の、亟連慨強化作藁が完了

既股冷却系を用い

て仮設ｉｎ動ポンプに
より淡水を注水

プール水圏度４５℃除熱機能 ４５℃ 

原子炉格納容鵠圧力：
ＯＯ３５ＭＰａ 

状胆:ほぼ一定

EIL鮒りり

S／P水沮Ａ６４４℃

S／P水沼Ｂ６４６℃

状態:ほほ一定

S／P圧力ダウンスケール
（叶冊不良）

外部

咽頭

非常用
発電機

除熱

樋能

仮股加動

ポンプにより
２回線砿保晒源亜

仮設ＤＧ

淡水を注水

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事2/２

4/２５１０５７～18:２Ｓ電琿鞠化Ｔｍのため､炉心注水ポンプの耐源を一時外部肛亜から
仮股､ﾉGに切替

4/Ｚ５１４:“～１７:鵡電亜強化TUI(1`2号樋と5,6号槻岡のin麺迎系)を実施
4/２９９:１６軽送囲⑰点検等のため.タービン建屋トレンチからＨ１中廃砥物処理臆投への

窓鍾旦海留水の移送を一時中断｡４/30の14:０５から移送再開

5/１１３:35～トレンチ立坑の閉塞作藁を開始
5/212:58～15:０３炉心注水ポンプへの笹趨段昼のため.消防ポンプによる炉心注水

に一時切凹

5/７９:２２３号機の原子炉給水系配管の工叩のため､タービン延囲トレンチから集中廃
車物処琿施殿への高級里滞留水の移送を－時中断｡163ozから移送再開

5/109:01～5/1215:２０３号機タービン建厘から集中廃既物処理施股への移送配管敷
設のため､タービン建囮トレンチにある滞留水(高線風の滞留水)の集中廃褒
物処琿旛段へのIDI線且滞留水の移送を－時中断

5/１１８:47～15:５５大nli線2号観の復旧に伴い､炉心注水ポンプの１３通を仮股ディーゼ
ル発湿樋に一時切替(笹１日鐘は同系観から一郎受ｉｎ）

5/１８９:24～9:羽原子炉建凪内の皿前田壷を実施

5/２５９:05～15:３０旺亜切り替えに伴い､タービン漣恩トレンチから無中廃褒物処揮庵ＸＱ
への高線且翔留水の移送を－時中断。

＜鰹料プール冷却浄化系から使用済燃料プールに海水注入(消防ポンプ)＞

ﾖﾉ２０１５:０５頃～l7HZO頃、yZZ16HOフーl7HO1、３/z510H30～12:１９

＜鰹科プール冷却浄化系から使用済煙料プールに淡水注入(仮股ｉｎ助ポンプ)＞
3/２９１６:３０～18:２５，３/３００９:２５～２３:５０※ポンプの不図､ホースの破損による中断含

む.４/１１４:56～１７:０５，４/４１１:ＯＳ～13837,4ノブ１３:２９～14:３４，４/１０１０:37～12:38,

4/１３１３:15～14:５５，４/１６１０:13～11:５４．４/１９１６:08～17:２８．４/２２１５:55～17:40, 

4/２５１０:12～11:１８，４/Ｚ８１０:15～11:２８．５ﾉZ1dO5～11:４０，５/６９:36～11:１６，５/10 

13:”～14:4５（13:19～ﾕ4:35ヒドラジンを併せて注入)．５/１４１３:00.14:3７（13:08.14:０２ヒ

ドラジンを併せて注入)．５/１８１３:10-14:４０｡ﾖ:垣～14:30ヒドラジンを併せて注入)、

5/ZZ13DZ～14:40(13:04～14:Oヨヒドラジンを併せて注入）



福島第一原子力発電所3号機の状況

(５月２６日６:００現在）
既股冷却系を用い

主要な出来事1/2て仮設砠動ポンプに

より淡水を注水
ﾖﾉ１１１４:４６浬転中.地冨により自助停止Ｉ￣－－－．－、１

３/１１１５:４２１０条通報(全交誼皿琿圃失）

3/１３０５:１０１５乗、象の発生(非常用炉心冷却芸置注水不能）
ﾖﾉ１３０８:４１ベント開始

3/１３１３:１２海水及びホウ酸の炉心注水開始

3/1405120ベント開始

3/１４０７:４４１５条uBliQの発生(格納容器圧力異常上昇）
3/１４１１:01烟発音
ﾖﾉ１６０８３０画白煙が発生

3/1709:48～10;０１目斯隙ヘリによる放水

3/１７１９:05～19:１５缶察の高圧放水皿による散水

ヨハ７１９:35～２０:０９自衛隊の消防IFにより放水

3/181410on～14:３８目iUi隊消防皿6台による地上放水～14:4ｓ米軍消防皿1台による地上放水

刃１９０:30～01:１０東京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水

3/１９１４:10～3/２００３:４０束京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隊放水
3/２０１１:00格納容器内圧力が上昇(320kPa)｡その後.低下

ﾖﾉ２０２１:36～3/２１０３:５８束京消防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷﾕｰ隙放水

3/２１１５:55国灰色がかった煙が発生｡１７:5sに煙が収まっていることを確哩
ﾖﾉ２２１５:10～16:００束京荊防庁ﾊｲﾊﾞｰﾚｽｷｭｰ隙及び大阪市消防局放水

3/２２２２:４６中央制御室の照明復帰

3/２３１１:03.13:２０使用済鰹料プール冷却系ＩＦＰｑから使用済煙料プール(SFPIに海水を注水
3/２３１６;20画瓜煙が発生｡23130項及び3/Ｚ４０４:50に煙の発生が止んでいることを確鰯
3/２４０５:35～16:O5FPCからSFPに海水を注水

ﾖﾉＺ５１３:Z8～16:ＯＯ東京消防庁の支掴を受けた川崎市消防局による放水
ﾖﾉＺ５１ａＯ２淡水の炉心注水開始

ﾖﾉ２７１２:弧～14:36コンクリートポンプ恥による放水(海水）
3/２８１７譽40～3/３１０８二40国復水貯蔵タンク(CST)からサプレツシヨンブールホサージタンク(SPT)へ移送

3/２８２０:３０仮般砠助ポンプでの炉心注水に切替

4/３１２:１８仮股電動ポンプのfuZiiを仮股fu源から外部趾源に切替
4/1117816頃地震発生(福島児浜通り)による1,2号樋の外部晒源喪失に伴い炉心注水停止
4/１１１８:０４１，２号機の外部皿源復旧(4/1117$55)により､炉心注水再開

4/１７１１:３０～14800原子炉迩凪において.傭人ロボットによる状況確埋等を実施
4/１８１２二38～13:ＯＳ炉心注水に使用しているホースを新品に交換するため注水ポンプを停止

4/１９１０:２３１，２号機とﾖ,4号樋H1の鰍亜迎摸強化作藁が完了
4/２２１３:40～14:00塵料プール冷却材浄化系を用いて使用済塵料プールに淡水を試験注水

4/２５１０:５７～18:２５冠琿強化Tmlのため､炉心注水ポンプの晒源を一時外部晒源から仮段､/Gに切
替

4/３０１１:343,4号樋の矼源強化工取(66kVから66kVに昇圧)が完了

原子炉圧力Ａ－ＯＯ３１Ｍｐａｉ５ｆ
（状況推移を融鱒GB迎中）

原子炉圧力Ｃ－ＯＯ１０ＭＰａ壷

（状況推移を感厩砿田中）

状胆:ほぼ一定

※:絶対圧に換算

原子炉水位Ａ－１８５０ｍｍ
原子炉水位Ｂ－１９５０ｍｍ

状態:塵料頂部から上肥水位

が冠水していない．

原子炉水温度一℃

状魍:データなし

原子炉圧力容鴎狸旺：

給水ノズル沮度１１２３℃
（状況推移を砥統砠厘中）

圧力容器下郎沮度１０９４℃

除熱機能

プール水温度６２℃
5／8のｻﾝﾌﾙｸﾞ時に測定

プーノ

5／８ 

℃ 

に測定

原子炉格納容冊圧力：
Ｏ１０１５ＭＰａ 

状態:ほぼ一定

□ 
Ｓ／P水望Ａ４３６℃

Ｓ／P水温Ｂ４３７℃

状態;ほぼ一定

Ｓ／P圧力Ｏ１８９０ＭＰａ

状魍;ほぼ一定

外部

函源

非常用

発麺槻

除熱

機能

２回線確保通源Ⅲ仮設祗
仮設ＤＣ ポンプにより

淡水を注水

現状:プール及び炉心への淡水注入を継続

主要な出来事z/２

5/２１２:S8～15:０３炉心注水ポンプヘの画細股固のため､消防ポンプによる炉心注水
に一時切替

5/８１２:10～14:１０Ｆ虻からSFPへ仮設迅助ポンプにより淡水注水
5/８１６:18～印１０５:４１原子炉給水系匠百の工叩のため.復水路の水をタービン建厘地

下へ移送

5/９１２:14～15:ＯＯＦPCからSFPへ仮股敵助ポンプにより淡水注水(12:39～l4I36ヒドラジン
を併せて注入）

5/１１８:47～15:５５大朋線2号線の伍旧に伴い､炉心注水ポンプのiu源を仮設ディーゼル
発姻機に一時切替

5ノユユユZ:30国取水口付近の立坑に冠源ケーブルを納めている管路をinじて水が流入して
いるEと審喧輿令16,5立坑から水が海へ流出していることを確狸
÷18:４５立坑内にコンクリートを打股することにより水の流出が停止

5/ｌＺｌ６:５３消火系圧管に加え.給水系配管からの炉心注水を開始
5/１５１４３３～１７:００原子炉圧力容器へホウ酸を注入

5/１６１５:00～18:３２FPCからSFPへ仮設冠勘ポンプにより淡水注水(15:10～17:３０ヒドラジ
ンを併せて注入）

5/１７１８:04～タービン建囮地下の溜まり水をZH中廃緊物処理施段へ移送開始
5/181630国から10分厘度原子炉趣曰内の皿前国査を実施
5ﾉｭ４１０:15～13:３５FPCからSFPへ仮股電動ポンプにより淡水注水(10:２０～１２:56ヒドラジ

ンを併せて注入）

5/Z５９５１０移送ライン及び建屋の点検のため､タービン建屋地下の溜まり水の集中廃竃物
処硬鹿noへの移送を一時中断

＜コンクリートポンプ血による放水(淡水)＞
ﾖﾉ２９１４:17～18;１８，３/３１１６:30～19:３３．４/２０９:５２～１２:乳４/４１７:０３～19:１９，

４ノブ０６:53～8:53.4/８１７:06～２０:００．４/１０１７:15～19:]5.4ﾉﾕ２１６:26～１７;16,

4/１４１５:56～16:３２．４/１８１４:17～15:０２．４/２２１４:19～15:40,4/２６１２:Z5～14:OＺ 



福島第一原子力発電所4号機の状況

(５月２６日６:００現在）
主要な出来事

地厩発生時､定期検査により停止中１－－．－円~0,-
3/１４０４:０８使用済鍾料プール温度84℃
3/１５０６:１４４Fの壁が-98破損の確麗

3/１５０９:３８３階部分で火災(12:２５鎮火）

3/１６０５:４５４号機で火災｡事業者によると現坦での火は確浬できず(0615）
ﾖﾉ２００８:21～０９:４０自衛隊による使用済煙料プール(SFp)への放水
3/２０１８３０頃～19:４６自衛隊によるSFPへの放水

3/Ｚ１０６:37～08:４１自衛隊によるSFPへの放水
３/２１１５８００頃パワーセンターまでのケーブル敵股完了
ｙＺＺユ０３５パワーセンター受電

3/２５０６:05～10:２０使用済燃料プール冷却系(FPC)からSFPに海水を注入
３/２９ｍ250中央制御室の照明復帰
4/１２ユZ:００～13:O4SFP内の水のサンプリング作業を実施
4/１９１０:231,2号機と3.4号機間の甑源連拠強化作業が完了

4/22コンクリートポンプZn(６２，級)を用いて計測装置を吊り下げ､使用済112科プールの水位等を測
定

4/３０１１:343,4号機の旺源強化工事(6.6kVから66kVに昇圧)が完了

5/９使用済燃料プール底部支持構造物の設置工事の作業開始

定検停止中

＜コンクリートポンプ皿による放水(海水)＞

３/ＺＺ１７:17～20:３２．ヨノ２３１０００～13:OZ､ﾖﾉ２４１４:36～１７:ﾖO､ヨノＺ５１９:05～22:０７，

３/2フ１６:55～19:２５

＜コンクリートポンプ皿による放水(淡水)＞

3/3014:04～18:33,4/１０８:28～14:１４４/３１７:14～22:16.4/５１７:35～18s２２．４/７１８:23～19:40, 

4/９１７:０７～19:２４，４/１３０:30～6:57,4/１５１４:30～18:２９，４ハフユフ:39～２１:２２，４/１９ユO:17～11:35,

4/２０１７:OB～２０３１．４/２１１７:14～21220,4/２２１７:５２～23:53,4/Ｚ３１Ｚ:30～16:44,4/Z41ZgZ5～ 

１７:０７､４/２５１８:15～翌O:２６，４/２６１６:50～20335,4ﾉｭﾌ１２:18～15:１５．５/５１２:19～２０:46.
5/６１２:３８～17:51.5/７１４:05～17:ﾖ0.5/９１６:０５～19:０５(16:11～1838ヒドラジンを併せて注入)、

5/1116:07～1938(16:14～19:３６ヒドラジンを併せて注入)､５ﾉﾕｮﾕ6:04～19:04(16$２０～ﾕ8:41ヒドラ
ジンを併せて注入)、５/1516:２５～２０:25(16:26～18:30ヒドラジンを併せて注入)､5/１７１６:14～

20806(16:40～18:３５ヒドラジンを併せて注入)､５/１９１６:30～1930,5/Zユ１６:００～19:56(16:２３～
19:00ヒドラジンを併せて注入)、５/２３１６:００～19:０９(16:０８～1830ヒドラジンを併せて注入)、５/25
1636～20:０４(16:42～18:49ヒドラジンを併せて注入）

NijlnⅢ 

仮設DＧ

原子炉内に懲料悴

ないため除離不婆
２回線確保

現状:原子炉圧力容器に燃料体が存在しない
プールへの淡水注入を継続

コンクリートポンプ工

により淡水を放水

E1i函

團關｢薊



福島第一原子力発電所5号機の状況
（５月２６日６:００現在）

定検停止中

炉水とプール水を

切替えて除黙 原子炉圧力:０．１０８MPa鱒．

原子炉水位:２０８２ｍｍ

原子炉水温度:４７．４℃

状況:操作により圧力等を制御中。
※:絶対圧に換算

プール水温度43.4℃

状況:除熱機能が回復

プール水温度43.4℃

状況:除熱機能が回復

,水温度43.4℃

除熱機能が回復除熱機能除熱機能

原子炉圧力容器温度：
原子炉水退麿にて監視中。

主要な出来事
3/２０１４:３０冷温停止’￣￣￣￣．￣’

3尼１１１:３６外部睡源から受電開始

3/２３１７２４残留熱除去海水系(RHRS)ポンプが､仮設から本設の甑源への切り替え
の際に自動停止

3/２４１al4RHRSポンプの修理完了
3厄４１６３５冷却開始

4/４２１ZOO～4/８１２:１４サブドレンピットの低レベルの地下水を海洋に放出(約950t）
4/２５１２:22～16:４３電源強化工率に伴い､残留熱除去系(RHR>ポンプを一時停止

4厘５１４:44～17:３８電源強化工事(1,2号機と5,6号機間の函源連系)を実施
5厄１３:30～15:０３起動変FF器の受魎試験に伴い､RHRポンプを一時停止

□ 
非常用

発電機
外部電源 除熱機能

１回線砠保 炉水とプール水を

切替えて除黙

6号Ba非常
用、Ｇ２台を

共用

福島第一原子力発電所6号機の状況

（５月２６日６:００現在）

定検停止中
炉水とプール水を

切替えて除黙 原子炉圧力;Ｏ１１７ＭＰａ蕊

原子炉水位;２１３８ｍｍ

原子炉水温度:４８８℃

状況:操作により圧力等を制御中。

※;絶対圧に換算

切替えて除黙
プール水温度:３１．５℃
状況:除熱機能が回復

プール水温度:３１．５℃
状況:除熱機能が回復 除熱機能除熱機能

主要な出来事
原子炉圧力容醍週肛、

原子炉水沮度にて監視中

力容鋸潤旺、

i水浬旺にて監視中
副２０１９２７冷温停止１１
３/２２１９:１７外部電源から受電開始
4/４２１:00～4/９１８:５２サブドレンピットの低レベルの地下水を海洋に放出(約373t）
4/１９１１:00～15:00タービン建屋地下の溜まり水の凪を調査するため､当骸溜まり水

を復水器へ移送

4/２０９:51～1556仮設残留熱除去海水系(RHRS)のホースの位圃を変更するため、
残留熱除去系(RHR)ポンプを一時停止

4/２５１４:44～17:３８電源強化工事（1.2号機と５６号機間の電源連系)を実施
5尼１１:03～14:５３起動変圧器の受電試験に伴い､RHRポンプを一時停止

副２０１９２７冷温停止
3/２２１９:１７外部電源から受電開始

○
○
 

＜タービン建屋地下の溜まり水の仮設ﾀﾝｸへの移送＞
5川１４:００～１７:００，５ﾉ２１０:００～１６:００．５/３１４:00～１７:００，５/６１４:００～１７:00.

5ﾉ７１０:00～１５:００．５/９１４:00～１７:００．５/１０１０:00～１６:００．５/１１１０:００～１６:00, 

5ﾉ１２１０:00～１６:00,5/１３１０:00～１５:００，５/１４１０:00～１５:００，５/１５１０:００～１５:00. 

5/１６１０:00～１４:00,5/１７１０:００～１４:00,5/１８１０ZOO～1４:Ｏｑ５/２１１４:00～１８:00, 

5/２４９:００～１９:００，５/２５９:00～1９００ 
非常用

発電機

用
機 除熱機能外部電源

＜原子炉建屋地下の溜まり水の廃棄物処理建屋への移送＞

5/１０１１:00～１２:30,5/１１１１:00～１２:30,5/１２１０:30～１２:30,5/１３１１:30～１２:15 

5/１８１０３０～１２:3０ 
１回線硴保非粛用、Ｇ２台 炉水とプール水を

切替えて除鎚



【頤ご取垣】

各BtZU西については、ｈ蝿uやその後｡､＊＆進展の影臼馨受けて、通常の使用ﾛHg：
曇PF蓬囮えているちのちあり、正しく瓢定さr[ていない画OEI主のあるDf9U圏も存
在している煽プラントdDtRB2蓬担暦する猩めに、このよう趣UfEBの不田Uかさ乞百
函し艇うえで、腹政のBfHU認から祠ら机ろ傭蘭を使用して蜜化の餌向に乞額目し
て御台鮒に\UpHしている．

福島第一原子力発電所プラント関連パラメータ（水位・圧力・副r葱どのデータ〕

５月２６日６００硯モ
号機 1号機 ２号槻 ３号楓 ４号機 5号綱 6号機

HBZk系対ソ芒飼いにＭ

廠且aOm3/ｈ
鱈ノュＢｓ〔r塊■垂〕

!:ii獺繍U嫁
（5/2eSOOBG窪）

(２ 

(原子鋲の陣､8種鱈が鮭1tきれており．注水不要〕
別山系BtUNmKnWy葺甘い起演本庄人中．

暁■別火系:３ａｎﾖﾉｈ(5/zXUETm唾）
８８旗爵：13日F打q/M5k265uOOIR伍）

｡ 

原子炉注水Iju兄

鴎園壌痔ﾀﾞｳﾝｽｸｰﾙ
燃料館Ｓ－１ｅ５０ｍｍ
(5/２Ｓ毬ＯＯ現函

週間副頂パー１５００ｍｍ

燃料峨已-2100ｍｍ
(5/2ｅ５℃Ｏ現国

鰯料墳禽-1日5○ｍｍ
燃料域Ｂ－１ｇ５０ｍｍ
(5厘ｅ５｡ｏ現函

原子ＩＦ水位
１s/鑑識3画

２１３８ｍｍ 

(5/2ｅｅｐＯ鴎ﾓロ

A系ｎ５５０ＭＰ凰面
B系:１４ｇＢＭＰａｇ
Ｉ５/2ｅ５ＤＯ現画

A系:－Ｏｏ１ｅＭＰａｇ
Ｂ謡ＣＯ１ＢｌＨ｡回ｇ
(可2ｅ５｡Ｏ規国

八河qb~Ｕ､１回こＭＦＨａｇ

Ｂ爵i:‐Ｑ１１１ＭＰａｇ
帽/2ｅＳＤＯＢ弼日

Unl9鷹。

ＩＣＩ※a ＯＯＯ７ＭＰａｇ 
Ｉ５/2ｅｅＯＯ現函

ＯＯ１ｅＭＰａｇ 
(5/2ｅ５ｐＯＥﾖﾓﾖ 

(Ｂｉ※ａ 原子炉圧力 、)遥a

４７４℃ 

(5/2ｅ⑥ＣＯ現画
４８．８℃ 

(5/２６６℃Ｏ現国
原子炉水温旧臣 (系､［誌■が忍Ｗこめ採取不可）

給水ﾉｽﾞﾑ温鹿１７苞已-面
圧力曹囲下目B温度⑤７２℃
旧/ｚｅ５ｐＯ現在】

※a ｉｓ水ﾉｽﾞ凸型再１１２２℃￣￣

圧力宮囲下部霧麗1oz０℃
(5/２６Soo現国

鑓ZKﾉｽﾛ趨且陣１１２３℃

圧力自恩9面５３温度:１０９４℃
(句２６５℃Ｏ現在）

原子炉圧力宮盟

まわり劃度
※２ 

（囲子炉水温度にて監視中）
蟻１ 蕊２

（全撚料取出中
につぎ監視
珂蝕外）

Ｄ/Ｗｐ､１３１９１，戸囿司

S/C○ＯＳＳＭＰａａｂｓ 
(可２６５℃Ｏ現国

Ｄ/ＷＣｍＳ５ＭＰ己a

s’C:ﾀﾞｳﾝｽﾀｰﾙ 
(5/2ｅ５ｐＯ現国

、/ＷｎｌＯ１５ＭＲａ豆固亘
S/Ｃｎ１ＢｇＯＭＰ回且h旦
旧/265℃Ｏ現在）

、/Ｗ・Ｓ/Ｃ圧力 ※３ ※１ 

ＦＰＶペローシール

ＨＶＨ戻り曰7.4℃
(5/２Ｓ５００現画

､９ RPVパローシール:ｶﾞｰﾊﾞｰｽｸｰD
HVH戻り:104℃
(Ｅｙ２ｅＳｐｏ規画

※１ RPVベローシーノＦ１司直Ｓ

ＨⅥ1戻り:１１２F7℃
(5/2ｅ５ｐｏ現掴
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《霊:ｉ９…鑓が鷲働葡さ､ている腱…
､/WlA)怠皇7Ｅ－Ｏ１ＳＷｈ

ｌＢＩ週Lg3E心1ＳＷｈ
Ｓ/ＣｌＡｌｎＳ２ＥＯ１ＳＷｈ 

（B)↓g54E-O1SWh 
(5/２６５，０現画

、/Ｗ(Ａｌ:1.74E心1ＳＷｈ
ｌ曰:1.gqE心1ＳＷｈ

Ｓ/ＣＩＡｌａＯＯＥ－Ｏ１ＳＷｈ 
ｌ曰斗２９E心1ＳＷｈ

旧/２６験ＯＯ現旬

､/ＷＷ7.5画三Ｊ○OS、司
旧9斗.s2EoOOSvm

S/ＣＷ⑬ＢＳＥＯ１ＳＷｈ 
旧Ｉ③５２E~Ｏ１ＳＷｈ

ｌ５/265℃｡現画
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Ａ系巧3.9℃
Ｂ系Ｓ３７℃
15/2ｅ５Ｄｏ現ﾓヨ

B系:６４６℃

[5/2ｅＳｏｏ現包
S/Ｃ温度 Ｂ系斗３．７℃

(5垣ｓ５ｂＯ現国
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到
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Ogl27MPag(Q5Z割BＭＰａａｂｄ

使用涜麗料プール
遷度

４５℃ 

(5/265｡O現在）
62℃（S旧現fE〕

※４ 
８４℃ 

(5/7現在）※４
４s４℃ 

(5/2ｅｓｏｏ現在）
３１．５℃ 

(5/2ｅｅＯＯ現句
※１ 

6700ｍｍ 
(ｓｊ２ｅｓｏＯ現

在〕

FPCｽｷﾏｰﾘｰｙﾀﾝｯ 
ﾚﾍﾞﾙ 

２１００ｍｍ 

(5/2ｅＳＯＯ現在）
300゜1,ｍ

(5/2ｅＳＯ印見在） ※１ ※２ 

電頭 外部電源受電中（P/C2C） 外部電源受電中（P/C｣ID） 外部竜麺受電中

共用プール：
２７℃ 

喝/２Ｓ宝１０現国

５u臼･ＩＣモード
(5/２５２１℃S～］ 

６u:非闘iモード
(5/２５１７ｓ4～） 

その他情報 ･１＝檀願子炉水位燃料蛾Ａについて、５/１１１７｡◎に計翻点検を完了．

瀬１：Ｂｆ圏不良

鰯２：データBRIⅡ瑚象外
顛３：状湿Ｎｉ移登粗鴎砥岨中
畿４；巨用済逼料プールZKサンプリングＥ３に測定萱寅陶


